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●新役員紹介

●新入会員紹介

　 　 「 わが社の防火防災」

　 　 東支部： 株式会社ク ボタ 　 本社阪神事務所

●令和５ 年度事業報告

●令和６ 年度事業計画

●支部活動の記録

●令和５ 年度（ 第５ ８ 回） 自衛消防隊消防操法大会

●令和６ 年尼崎市消防出初式

●防火防災リ ーダーの発掘

　 　 北支部： 日鉄鋼管株式会社尼崎製造所

●４ コ マ漫画「 フ レンズ」

　 　 中支部： 日本製鉄株式会社　 関西製鉄所　 尼崎地区

●はんどし ぇ いく

　 　 中支部： ①津田金属熱煉工業株式会社

　 　 　 　 　 　 ②社会福祉法人東香会特別養護老人ホームはなみずき

●ずいそう

　 　 西支部： 大陽日酸ガス＆ウェ ルディ ング株式会社尼崎ガスセンタ ー

●予防コ ーナー

　 　 「 電子申請受付開始」

●地域救命サポート 事業

●令和５ 年火災・ 救急・ 救助概要

●消防コ ーナー　

　 　 「 緊急消防援助隊の石川県への派遣を 終えて」

●救急コ ーナー

　 　 「 受講し ないと 後悔し ますよ～救命講習～」

●レ ンタ ルD VD の紹介

●消防局公式SN Sの紹介

●かいら んばん

●会話による１ １ ９ 番通報が困難な方へ（ N et1 1 9 ・ FAX1 1 9 ）

●三者間同時通訳サービスについて

●火災指令情報のメ ール配信について
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催
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●
取
組
み
に
つ
い
て

　
当
事
務
所
は
、
敷
地
が
幹
線
道
路
や
線
路
に
面
し
て

お
り
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
や
大
型
商
業
施
設
、
Ｊ
Ｒ
尼

崎
駅
も
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
が
一
、
火
災
や

爆
発
等
の
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
周
辺
地
域
や
住
民
に

対
す
る
影
響
は
甚
大
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
従
業
員
の
防
火
意
識
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
火
気
や
危
険
物
の
取
扱
い

は
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
従
業
員
の
防
火
意
識
の
維

持
・
向
上
、
更
に
は
事
故
発
生
時
の
対
応
が
後
手
に
回

ら
な
い
よ
う
に
確
実
な
初
動
対
応
を
実
践
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
を
始
め
と
す
る
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
大

規
模
な
地
震
に
対
し
、
従
業
員
の
防
災
意
識
の
向
上
も

重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
を
主
眼
と
し
て
、
消

火
器
や
消
火
栓
の
定
期
操
法
訓
練
、
防
災
避
難
訓
練

（
自
衛
消
防
訓
練
）
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
出
張
者
や
近
年
の
働
き
方
改
革
で
増
加
し
て
い
る

在
宅
勤
務
者
な
ど
従
業
員
の
動
き
が
流
動
的
に
な
っ
て

い
る
中
で
、
有
事
に
お
け
る
従
業
員
の
安
全
確
認
も
重

要
事
項
で
あ
り
、
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
緊
急
事
態
発
生
の
際
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
活
動
と
共
に
、
従
業
員
の
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
事
業
を
継
続
し
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
を
失
わ
な
い
よ

う
に
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
構
築
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

●
取
組
み
の
視
点

　
緊
急
事
態
発
生
時
は
初
動
対
応
に
あ
た
る
体
制
の
整

備
と
訓
練
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
時

に
は
誰
も
が
連
絡
を
忘
れ
る
、
目
の
前
の
状
況
に
対
応

し
よ
う
と
集
中
し
て
連
絡
が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
対
応
自
体
が
で
き
な
く
な
り
大
き
な

災
害
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
慌
て
る
こ

と
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
緊
急
事
態
発
生
時
の
連
絡

体
制
を
必
要
各
所
に
掲
示
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
が
確
実
に
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
日
頃

の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
防
火
協
会
主
催
の
操
法
大
会
へ
の
積
極
的
参
加
、
防

災
避
難
訓
練
で
は
自
衛
消
防
組
織
の
活
動
に
加
え
、
尼

崎
市
東
消
防
署
様
の
ご
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
消
火
・

通
報
・
救
出
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
の
実
演
な
ど
、

訓
練
の
質
の
向
上
と
従
業
員
の
防
火
・
防
災
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

自
衛
消
防
組
織
と
危
険
物
管
理
の

強
化
に
よ
る
「
防
火
・
防
災
体
制
の
構
築
」

特集
　
当
事
務
所
は
敷
地
内
に
事
務
所
棟
、
厚
生
棟
、
研
究
開
発
部
門
や
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
部
門
の
実
験
棟
が
あ
り
ま
す
。
生
産
活
動
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
危
険
物
や
薬

品
類
を
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
火
災
や
爆
発
な
ど
の
事
故
発
生
時
の
対
応
が
遅
れ
る
と

周
辺
住
民
に
大
き
な
不
安
や
被
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
事
務
所
棟
や
実
験
棟

の
中
に
は
古
い
建
屋
も
存
在
し
て
お
り
、
耐
震
対
策
や
暴
風
対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
従
業
員
の
防
災
意
識
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
事
務
所
は
敷
地
内
に
事
務
所
棟
、
厚
生
棟
、
研
究
開
発
部
門
や
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
部
門
の
実
験
棟
が
あ
り
ま
す
。
生
産
活
動
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
危
険
物
や
薬

品
類
を
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
火
災
や
爆
発
な
ど
の
事
故
発
生
時
の
対
応
が
遅
れ
る
と

周
辺
住
民
に
大
き
な
不
安
や
被
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
事
務
所
棟
や
実
験
棟

の
中
に
は
古
い
建
屋
も
存
在
し
て
お
り
、
耐
震
対
策
や
暴
風
対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
従
業
員
の
防
災
意
識
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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●
取
組
み
の
成
果

　
当
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
規
模
地
震
や
他
事

業
所
・
他
工
場
で
発
生
し
た
過
去
の
火
災
等
の
経
験
を

踏
ま
え
、
万
が
一
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、

当
事
務
所
内
の
連
絡
ル
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
関

係
各
所
に
遅
滞
な
く
連
絡
と
必
要
な
体
制
が
即
座
に
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
常
に
連
絡

ル
ー
ト
や
連
絡
先
が
最
新
版
に
更
新
さ
れ
て
い
る
か
、

漏
れ
が
な
い
の
か
等
、
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
確

認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
て
い
な

か
っ
た
全
員
参
加
の
屋
外
避
難
訓
練
を
４
年
ぶ
り
に
実

施
し
ま
し
た
が
、
４
年
前
に
比
べ
て
会
社
組
織
も
大
き

く
変
更
さ
れ
て
お
り
、
自
衛
消
防
組
織
編
制
の
見
直
し

か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
当
事
務
所
は
事
業

の
異
な
る
複
数
の
部
門
が
在
籍
し
て
お
り
、
部
門
間
の

繋
が
り
が
ど
う
し
て
も
弱
く
、
有
事
の
際
の
連
携
も
課

題
の
一
つ
で
あ
っ
た
た
め
、
部
門
間
の
連
携
が
安
全
か

つ
効
果
的
に
取
れ
る
よ
う
な
地
区
隊
編
成
に
取
り
組

み
、
防
火
防
災
管
理
者
よ
り
地
区
隊
長
へ
の
任
務
の
説

明
会
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
、
戸
惑
い
を
感
じ

な
が
ら
参
加
さ
れ
た
従
業
員
も
い
ま
し
た
が
、
パ
ニ
ッ

ク
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
有
事
の
際
も
訓
練
通
り
に
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
更
な
る
質
の
向
上
は
必
要
で
す
が
、
近

年
の
自
然
災
害
の
多
発
に
よ
り
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し

た
。

●
新
た
な
課
題

　
現
在
は
日
中
の
勤
務
時
間
帯
を
想
定
し
た
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
緊
急
事
態
は
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
特
に
早
朝
や
夜
間
、
休
日
な
ど
に
発
生

し
た
場
合
、
出
勤
者
は
日
中
よ
り
少
な
い
で
す
が
、
自

衛
消
防
体
制
は
機
能
し
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
い
う
事
態
に
備
え
た
、
災
害
対
策
本
部
の
在
り

方
、
出
勤
者
の
安
全
確
保
、
防
災
備
蓄
品
の
供
給
な
ど

は
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
事
務
所
１
号
館
は
、
地
震
に
よ
る
津
波
や

河
川
氾
濫
に
よ
る
洪
水
が
発
生
し
た
際
、
小
田
地
区
の

津
波
等
一
時
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
時
的
な
場
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
、
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化

も
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

物件名称： 株式会社ク ボタ 　 本社阪神事務所

所 在 地： 兵庫県尼崎市浜 1 丁目 1 番 1 号

全体面積： 46,479 ㎡

所 有 者： 株式会社ク ボタ

利用形態： 事務所棟　 実験棟　 厚生棟

そ の 他： 関連会社駐在（ 13 社）

施設の概要施設の概要
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わが社の防火防災わが社の防火防災特集

消防操法競技会（ 屋内消火栓）消防操法競技会（ 屋内消火栓）

AED 使用方法訓練AED 使用方法訓練

防災避難訓練（ 高所救出）防災避難訓練（ 高所救出）

わが社の防火・ 防災訓練わが社の防火・ 防災訓練

消防操法大会（ 消火器）消防操法大会（ 消火器）

防災避難訓練防災避難訓練

所内消火器訓練所内消火器訓練
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わが社の防火防災わが社の防火防災特集

株式会社ク ボタ 　 本社阪神事務所　 業務部　 環境安全課　 神谷　 鉄平

Q 　 業務上、 防火防災についてどのよう なこ と を意識し ていますか？

A 　 事前の準備が大切と 考えていま す。 仕事の中で、 防火防災のリ ス ク が高いと 判断し た案件は事

前に芽を 摘み取る 、 対策を 講じ る など し てリ ス ク を 低減さ せる よ う にし ていま す。 ま た万が一異常

事態が発生し た時、 気にすべき こ と は多岐にわたり ま すが、 ま ずは最低限のこ と を抜け漏れなく 確

実に実行でき る こ と が大事だと 考えていま す。

Q 　 社内研修や訓練に参加し て、 どのよう に意識が変わり まし たか？

　 　 （ 参加し てない場合は、 何かのき っ かけにより どのよう に意識がかわっ たか）

A 　 以前は生産拠点で勤務を し ていま し たが、 事務所での勤務に変わり ま し た。 火災のリ ス ク は低

いと 感じ ている 一方、 避難訓練や安否確認訓練を通じ て、 人員の流動性や危険感受性など 事務所な

ら ではの課題がある こ と を 感じ ま し た。 今後、 消防計画の見直し や防火防災対策に活かそう と 考えており ま す。

Q 　 また、 その意識改革により 実際に何か行動に移し たこ と はあり ますか？

A 　 南海ト ラ フ 地震をはじ めと する 大地震や台風など 自然災害に備えて、 建物の補強は急務と 考えており 、 遅延し ないよ う に

計画を 推進し ていま す。 今後は火災や地震が発生し たと き に自衛消防組織が機能する よ う な消防計画の見直し を 実行し たいと

考えていま す。

株式会社ク ボタ 　 本社阪神事務所　 業務部　 環境安全課　 課長（ 防火防災管理者） 宮田　 健司

Q 　 防火防災について考えるき っ かけと なっ た出来事は何ですか？

A 　 自ら 体験し た2回の大地震です。 1回目は1995年1月17日の「 阪神淡路大震災」 です。 発生し た5

時46分は当日早朝の新幹線に乗る ために大阪府内の独身寮で準備し ている 最中でし た。 こ の地震発
生があと 1時間遅ければど う だっ たのかと 思う と ゾ ッ と さ せら れま す。 その後、 被害が大き かっ た神

戸の方々に水道水を 届ける ための対応に従事し ま し たが、 その時は復旧の事で精一杯で、 防災の事

を 考える 余裕はあり ま せんでし た。 2回目は2011年3月11日の「 東日本大震災」 です。 こ の時は青森

県の八戸出張中に被災し 、 初めての避難所生活で現地から 5日間動く こ と ができ ま せんでし た。 八戸
にも 津波がやってき ま し たので、 自然災害の恐ろし さ を 身を も っ て知る こ と になり ま し た。

Q 　 防火防災について若手職員にどのよう に指導し ていますか？
A 　 先ずは防火防災に関する 正し い知識を身につける よ う に伝えていま す。 自然災害が頻発し ている 昨今、 防火防災関連の情

報は直ぐ にイ ンタ ーネッ ト で調べる こ と が可能ですし 、 テレ ビ など 色んな場面で目にする 機会も 増えていま すので、 その中で

正し い情報や知識を 習得する こ と が必要だと 思いま す。 更に、 必要に応じ て様々な講習会や実務研修会に積極的に参加する こ
と で、 体得する こ と も 重要だと 感じ ていま す。 正し い情報や知識に基づいた実践の繰り 返し が、 有事の際に絶対に活かさ れる

も のだと 確信し ていま す。

Q 　 防火防災について今後新たに取り 組みたいこ と は何ですか？

A 　 屋外避難訓練の在り 方です。 自然災害はいつ発生する か分かり ま せん。 平日の日中かも し れま せんし 、 早朝や夜間、 休日

かも し れま せん。 如何なる 状況においても 、 被害を 最小限に抑える 活動と 従業員の安全確保を 第一に防火防災活動に取り 組む
必要がある と 考えていま す。 そのため、 訓練の実施については平日の日中だけに捉われる こ と なく 、 様々な場面を 想定し た対

応やシミ ュ レ ーショ ンの実施を行っ ておく こ と が防火防災管理者の責務だと 思いま す。

株式会社ク ボタ 　 本社阪神事務所　 業務部　 事務所長 兼 業務部長（ 管理権原者） 萬谷　 剛

Q 　 事業所における防火防災についてのスローガンや、 取り 組みなどについて教えてく ださ い。

A 　 ク ボタ 本社阪神事務所では、 2024年度の安全衛生に関する ス ロ ーガン を 「 セルフ チェ ッ ク と 声

掛けで　 みんなで目指そう 『 安全人間』 ！」 と し て取り 組んでいま す。 ク ボタ グループでは「 安全
人間基本ガイ ド ラ イ ン 」 と いう 、 自ら の安全を 守る 基本的な行動と し て8テーマ・ 10項目を 定めてお

り 、 「 危険に気づき 、 危険を 回避する 技と 安全を 大切にする 心・ 意識で自分の身を 自分で守る 行動

ができ る 人」 になろ う と 活動し ていま す。 防火防災においても 、 こ の安全人間づく り が基本である
と 思っ ていま す。 互いに声を 掛け合い、 注意し あい、 それを 素直に受け入れら れる 環境を 作っ てい

き たいと 思っていま す。

Q 　 事業所における防火防災についての長所や短所、 改善点、 その他あなたが思う こ と は何ですか？

A 　 ク ボタ 本社阪神事務所は生産拠点ではなく 事務所と し ての機能が殆ど であり 、 防火防災についての意識が生産事業所に比

べて希薄になり がちです。 その点を 踏ま える と 、 やはり 普段から の生活において如何に防火防災を 意識でき る かが重要だと 思
いま す。 災害を 未然に防ぐ こ と 、 特に自然災害は予測が大変難し いですが、 いざ有事が発生し た際に必要なのは「 自助と 共

助」 であり 、 「 如何に備えておく か」 が大切だと 思いま す。

Q 　 防火防災について若手職員に伝えたいこ と は何ですか？

A 　 ま ずは、 事務所であっ ても ク ボタ グループ全体で推進し ている 「 安全人間」 になる こ と を意識し て、 日々の自ら の行動を

意識し て欲し いと 思いま す。 安全人間になる こ と ができ れば、 自ずと 防火防災に繋がる も のと 思いま すし 、 基本と なる ベース
が安全人間には備わっている と 思いま す。 ま た繰り 返し になり ま すが、 先ずは備える 、 そし て有事の際は「 自助と 共助」 を 念

頭に行動し て欲し いと 思いま す。
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※令和６ 年度の理事会・ 総会
　 で配布し た冊子です。

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
事
業
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

○
推
進
実
施
事
業

１
　
防
火
防
災
思
想
の
普
及
啓
発

２
　
地
域
救
命
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ
の
参

画
促
進

３
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
調
査
研
究
の
推
進

４
　
火
災
予
防
事
業

　
⑴
　
消
防
情
報
の
提
供

　
⑵
　
各
種
研
修
会
等
の
実
施

　
⑶
　
防
火
広
報
用
資
機
材
の
活
用

　
⑷
　
火
災
予
防
運
動
の
推
進

５
　
消
防
活
動
事
業

　
⑴
　
自
衛
消
防
隊
の
充
実
強
化

　
⑵
　
消
防
諸
行
事

６
　
危
険
物
の
安
全
普
及
啓
発
事
業

７
　
表
　
彰

⑴
　
令
和
５
年
度
兵
庫
県
危
険
物
安

全
・
安
心
大
会

⑵
　
令
和
６
年
尼
崎
市
消
防
出
初
式

（
令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
））

８
　
会
　
議

⑴
　
理
事
会
・
総
会
（
令
和
５
年
６

月
５
日
（
月
）
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
）

　
⑵
　
役
員
会

　
　
ア
　
第
１
回
（
令
和
５
年
６
月
５

日
（
月
）
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
）

　
　
イ
　
第
２
回
（
令
和
５
年
10
月
２

日
（
月
）
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
）

　
　
ウ
　
第
３
回
（
令
和
６
年
４
月
25

日
（
木
）
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
）

９
　
支
部
活
動

※

令
和
５
年
度
尼
崎
市
防
火
協
会
事

業
報
告
及
び
令
和
６
年
度
尼
崎
市
防

火
協
会
事
業
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
の
冊
子
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度

　
尼
崎
市
防
火
協
会
事
業
報
告

令
和
５
年
度

　
尼
崎
市
防
火
協
会
事
業
報
告

○
基
本
方
針

　
近
年
、
住
民
の
安
全
安
心
を
脅
か
す

特
殊
な
災
害
や
地
震
・
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
は
激
甚
化
・
頻
発
化
し
、
全
国

各
地
で
多
く
の
人
命
と
財
産
が
失
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
近
い
将
来
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

対
策
な
ど
、
地
域
住
民
の
防
火
防
災
へ

の
関
心
は
一
段
と
高
ま
り
を
み
せ
て
お

り
、
わ
れ
わ
れ
関
係
団
体
に
寄
せ
ら
れ

る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
会
員
事
業

所
は
防
火
防
災
管
理
体
制
や
危
機
管
理

体
制
の
強
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
災

害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
し
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
者
・
消
防
関

係
機
関
・
住
民
が
一
体
と
な
り
、
地
域

防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
本
会
は
、
昭
和
22
年
４
月
に
一
般
工

場
を
中
心
と
し
た
65
事
業
所
の
参
加
の

も
と
発
足
し
、
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て

き
た
。
引
き
続
き
会
員
事
業
所
の
安
全

と
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
以
下
の
事

業
を
推
進
す
る
。

○
推
進
事
業

１
　
防
火
防
災
思
想
の
普
及
啓
発

２
　
地
域
救
命
サ
ポ
ー
ト
事
業
参
画
促
進

３
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
調
査
研
究
の
推
進

４
　
火
災
予
防
事
業

　
⑴
　
消
防
情
報
の
提
供

　
⑵
　
各
種
研
修
会
等
の
実
施

　
⑶
　
防
火
広
報
用
資
機
材
の
活
用

　
⑷
　
火
災
予
防
運
動
の
推
進

　
⑸
　
自
主
防
災
組
織
へ
の
協
力

５
　
消
防
活
動
事
業

　
⑴
　
自
衛
消
防
隊
の
充
実
強
化

　
⑵
　
消
防
活
動
体
制
強
化
へ
の
協
力

　
⑶
　
消
防
諸
行
事

６
　
危
険
物
の
安
全
普
及
啓
発
事
業

７
　
表
　
彰

８
　
会
　
議

９
　
支
部
活
動

⑴
　
基
礎
防
火
講
習

⑵
　
危
険
物
取
扱
者
養
成
補
完
講
習

⑶
　
自
衛
消
防
隊
消
防
操
法
大
会

⑷
　
自
衛
消
防
隊
員
研
修

⑸
　
各
種
災
害
対
策
研
修

⑹
　
危
険
物
安
全
取
扱
研
修

⑺
　
支
部
報
等
の
発
行
、
防
火
標
語

⑻
　
優
良
防
火
施
設
、
防
火
対
象
物

等
の
見
学
会

⑼
　
地
域
の
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

⑽
　
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

⑾
　
そ
の
他
防
火
防
災
行
事

以
　
上

令
和
６
年
度
尼
崎
市
防
火
協
会
事
業
計
画

令
和
６
年
度
尼
崎
市
防
火
協
会
事
業
計
画
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令和５ 年度支部活動の記録

7月 6日　 自衛消防隊隊員養成講習会

9月 7日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第1回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

9月17日 

10月 6日　 中支部消防担当者会優良消防担当者等表彰式

10月 6日　 中支部　 自衛消防隊消防操法大会

10月20日　 優良防火施設見学会

11月 3日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第2回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

11月26日

12月18日　 支部報「 なかし ぶ」 発行

2月21日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第3回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

3月 3日

2月29日　 危険物取扱者等実務研修会

3月11日　 基礎防火講習

3月15日　 中支部消防担当者会研修会

7月31日　 自衛消防隊救護班育成研修会

9月 7日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第1回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

9月17日

10月10日　 東支部　 自衛消防隊消防操法大会

11月 3日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第2回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

11月26日

11月22日　 優良防火施設見学会

1月31日　 東支部消防担当者会表彰式及び特別講演会

2月 1日　 自衛消防隊研修会

2月21日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第3回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

3月 3日

2月29日　 危険物取扱者等実務研修会

3月 1日　 支部報「 支部ニュ ース」 発行

3月11日　 基礎防火講習

7月13日　 自衛消防隊員研修会

7月 1日　 防火標語の募集

9月 7日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第1回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

9月17日

9月 8日　 優良防火施設見学会

10月18日　 西支部　 自衛消防隊消防操法大会

11月 3日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第2回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

11月26日

2月20日　 支部報発行

2月21日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第3回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

3月 3日

2月29日　 危険物取扱者等実務研修会

3月11日　 基礎防火講習

7月12日　 防火標語の募集

9月 7日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第1回）

　 　 〜
（ YouTube配信）

9月17日

9月15日　 優良防火施設見学会

10 月4・ 5日　 救護隊員育成研修会

10月24日　 北支部　 自衛消防隊消防操法大会

11月 3日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第2回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

11月26日

11月27日　 支部報「 会報№62」 発行

1月29日　 尼崎北自衛消防連絡協議会出初式

2月21日　
危険物取扱者養成補完講習（ 第3回）

　 　 〜　 　
（ YouTube配信）

3月 3日

2月29日　 危険物取扱者等実務研修会

3月11日　 基礎防火講習

｝

｝

｝

｝

｝

｝

｝

｝

｝

｝

｝

｝

7



　 　 中支部　 株式会社ク ボタ 阪神工場尼崎事業所

　 　 　 　 　 　 日東化成株式会社尼崎工場

　 　 東支部　 日本スピ ン ド ル製造株式会社

　 　 　 　 　 　 王子イ メ ージン グメ ディ ア株式会社神崎工場

　 　 西支部　 株式会社ＭＣ エバテッ ク 尼崎事業所

　 　 　 　 　 　 日油株式会社　 尼崎工場

　 　 北支部　 日鉄鋼管株式会社　 尼崎製造所

　 　 　 　 　 　 ヤンマーパワーテク ノ ロジー株式会社　 特機事業部　 生産部　 塚口工場

わが社を守る〝自衛消防隊〟が訓練の成果を披露わが社を守る〝自衛消防隊〟が訓練の成果を披露

１ 　 消火器操法

２ 　 屋内消火栓操法

３ 　 屋外消火栓操法

４ 　 小型動力ポン プ操法

５ 　 自動車ポン プ操法

令和５ 年度（ 第５ 8 回）令和５ 年度（ 第５ 8 回）
　 　 　 　 自衛消防隊消防操法大会　 　 　 　 自衛消防隊消防操法大会

　 　 中支部　 株式会社築港大阪西倉庫

　 　 　 　 　 　 Ａ Ｇ Ｃ 株式会社関西工場尼崎事業所

　 　 東支部　 日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所阪神地区（ 神崎）  

　 　 　 　 　 　 木村化工機株式会社

　 　 西支部　 港礎興業株式会社

　 　 　 　 　 　 株式会社ク ボタ 阪神工場

　 　 北支部　 株式会社　 朝日工業

　 　 　 　 　 　 三菱電機株式会社先端技術総合研究所

　 　 中支部　 株式会社大阪チタ ニウムテク ノ ロ ジーズ

　 　 　 　 　 　 三菱電線工業株式会社尼崎事業所

　 　 東支部　 レ ン ゴー株式会社尼崎工場

　 　 　 　 　 　 塩野義製薬株式会社CM Cイ ノ ベーショ ンセンタ ー

　 　 西支部　 日油株式会社　 尼崎工場

　 　 　 　 　 　 株式会社ＭＣ エバテッ ク 尼崎事業所

　 　 北支部　 三菱コ ミ ュ ニケーショ ン ・ ネッ ト ワーク 製作所

　 　 　 　 　 　 株式会社神崎高級工機製作所

　 　 中支部　 株式会社大阪チタ ニウムテク ノ ロ ジーズ

　 　 　 　 　 　 三菱電線工業株式会社尼崎事業所

　 　 東支部　 日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所阪神地区（ 神崎）

　 　 　 　 　 　 日本スピ ン ド ル製造株式会社

　 　 西支部　 日油株式会社　 尼崎工場

　 　 北支部　 利昌工業株式会社　 尼崎工場

　 　 　 　 　 　 住友ベーク ラ イ ト 株式会社　 尼崎工場

　 　 中支部　 日本製鉄株式会社関西製鉄所 尼崎地区

　 　 西支部　 株式会社ク ボタ 　 阪神工場

各支部の代表事業所の自衛消防隊３ ２ 隊１ ０ ５ 人の精鋭部隊が、 ５ ８ 回目を 迎える 本大会に出場

し ま し た。 隊員たち の汗が事業所の防火防災につながっ ていま す。

令和５ 年１ １ 月1 ５ 日（ 火） 尼崎市大島３ 丁目９ －１ 　 大庄西中学校跡地令和５ 年１ １ 月1 ５ 日（ 火） 尼崎市大島３ 丁目９ －１ 　 大庄西中学校跡地
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⑷　【 小型動力・ 自動車ポンプ操法】
　 　 http s: //you tu .b e/4 Yeq 4 0 ek rJg

⑴　【 消火器操法】
　 　 http s: //youtu .b e/W 5 jAW 2 TRd to

⑵  【 屋内消火栓操法】
　 　 http s: //youtu .b e/OJFR8 L0 Jtd 4

⑶　【 屋外消火栓操法】
　 　 http s: //you tu .b e/L1 d BjJg lW is

QR コ ード を 読み取っ ていただき 、

ご視聴いただけます。

各操法の様子

　 自衛消防隊員の知識と 技術の

向上を 図る ため、 同大会の各種

操法に係る 要領等を まと めた動

画については、 尼崎市防火協会 

Yo uTub e チャ ン ネルに配信し

ており ますので、 是非ご視聴い

ただき 、 自衛消防隊の育成に活

用し てく ださ い。

9

https://youtu.be/4Yeq40ekrJg
https://youtu.be/W5jAW2TRdto
https://youtu.be/OJFR8L0Jtd4
https://youtu.be/L1dBjJglWis


令和6 年1 月7 日（ 日） 尼崎市立中央中学校令和6 年1 月7 日（ 日） 尼崎市立中央中学校

屋外消火栓操法屋外消火栓操法

令和６ 年尼崎市消防出初式令和６ 年尼崎市消防出初式

◀ 防火協会長表彰： 生活協同組合コ ープこ う べ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ープ塚口

消火器操法

　 第２ 部の式典では、 一般消防

協力団体（ 者） と し て消防長よ

り ３ 事業所が表彰さ れま し た 。

ま た、 優良消防推進団体（ 者）

と し て防火協会長が４ 事業所に

表彰し ま し た。（ ※詳細は別添

冊子３ 頁のと おり ）
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Q

操
法
種
別

A
　
屋
外
消
火
栓
操
法

Q

大
会
に
出
場
し
た
き
っ
か
け

A
　
若
手
社
員
の
消
火
技
能
向
上
の
た
め
推
薦

を
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
す
。

　
過
去
の
大
会
は
職
場
の
先
輩
が
出
場
し
て
い
た
の
で
気
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

Q

練
習
期
間
や
時
間
帯
な
ど

A
　
大
会
の
１
カ
月
前
か
ら
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
練
習
は
昼
間
の
勤
務
時
間
中
に
練
習
時
間
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
出
場
経
験
者
に
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q

目
標
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
か
？

A

・

目
標

30
秒
台
前
半
の
タ
イ
ム
を
出
し
て
、
で
き
れ
ば
１
位
に
な
る
事
を
目
標

に
し
ま
し
た
。

・

目
標
に
向
け
た
取
組
み

　
出
場
メ
ン
バ
ー
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
各
自
の
役
割
を
明
確
に
し

ま
し
た
。

　
各
役
割
で
タ
イ
ム
を
縮
め
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
経
験
者
の

方
々
に
指
導
を
い
た
だ
き
、
何
度
も
実
践
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

・

苦
労
し
た
こ
と

　
最
初
の
方
は
、
練
習
す
る
度
に
タ
イ
ム
が
順
調
に
縮
ま
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
35
秒
台
に
入
る
と
、
な
か
な
か
縮
ま
ら
ず
、
少
し
で
も
縮
め
る
為

に
と
て
も
苦
労
を
し
ま
し
た
。

Q

大
会
を
通
じ
て
、
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

A
　
実
際
に
火
災
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
大
会
で
出
し
た
速
度
以
上
に
素
早
く

冷
静
に
対
応
を
す
る
事
が
出
来
る
か
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
常
に
危
険
意
識
を

も
っ
て
行
動
し
て
い
こ
う
と
学
び
ま
し
た
。

Q

「
自
分
た
ち
の
職
場
を
守
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
」
は
？

A

こ
れ
か
ら
の
作
業
で
は
、
な
る
べ
く
火
気

を
使
わ
な
い
方
案
を
考
え
ま
す
。

　
ど
う
し
て
も
火
気
が
必
要
な
時
は
、
周
囲
に

引
火
物
は
無
い
か
必
ず
隅
々
ま
で
確
認
し
、
絶

対
に
火
災
を
起
こ
さ
な
い
様
に
作
業
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
今
回
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

日
鉄
鋼
管
株
式
会
社
　
尼
崎
製
造
所
の
木
村

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
社
会
を
担
う
防
火
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

　 本コ ーナーでは、 防火協会事業と し て、 毎年10月～11月にかけて実施し ており ます「 自衛消防

隊消防操法大会」 に出場し た隊員の、 大会へ向けた取組みなどを 広く 紹介する こ と で、 事業所間

での情報共有や会員の皆様の防火防災意識の啓発を目的と し ており ます。

日
鉄
鋼
管
株
式
会
社

尼
崎
製
造
所

　
　
　
　

尼
崎
工
場

設
備
室

木

村

太

一

日本製鉄株式会社　 　

関西製鉄所　 尼崎地区

笹野　 裕志

防
火
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
！

防
火
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
！
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はんどし ぇ いく H a n d sh a k e

　
津
田
金
属
熱
煉
工
業
株
式
会
社
は
、

１
９
５
４
年
５
月
設
立
の
、
主
に
建
設

機
械
（
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
等
）
用
部
品

の
熱
処
理
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

金
属
の
加
熱
に
は
都
市
ガ
ス
等
の
可
燃

物
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
乙
種

第
４
類
危
険
物
取
扱
者
及
び
特
定
化
学

物
質
作
業
主
任
者
を
配
置
し
、
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
熱
処
理
業
務
は
一
日
中
火
を
扱
い
ま

す
の
で
、
決
し
て
火
事
を
出
さ
な
い
よ

う
、
年
１
回
の
消
防
訓
練
と
、
年
２
回

の
消
防
設
備
点
検
を
怠
ら
ず
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
10
年
以
内
に
80
％
の
確
率
で

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
に
対
し
て
も
、
消
防
署
の
ご
指

導
の
下
、
南
海
ト
ラ
フ
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
、
南
海
ト
ラ
フ
避
難
訓
練
も

確
実
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
工
場
事
務
所
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
置
を
設

置
し
て
お
り
、
工
場
内
外
問
わ
ず
24
時

間
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。

　
安
全
と
は
、
危
険
が
な
い
状
態
で
は

な
く
、
危
険
を
認
識
し
、
危
険
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
状
態
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
全
従
業
員

が
防
火
防
災
意
識
を
持
っ
て
業
務
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

尼
崎
市
西
高
洲
町
30
番
地
９
号

電
話
　
０
６
―
６
４
１
３
―
３
２
２
１

H
P

h
ttp

://w
w

w
.tsu

d
a
kin

-h
t.c

o
.jp

津
田
金
属
熱
煉
工
業
株
式
会
社

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
な
み
ず
き

は
、平
成
30
年
４
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
「
大
切
な
人
を
こ
の
施
設

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
つ
く

り
、
い
つ
ま
で
も
働
き
続
け
た
い
施
設

つ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
ご
利
用
し
て

下
さ
る
高
齢
者
の
方
や
地
域
の
方
々
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
、
日
々
運
営
を
し

て
お
り
ま
す
。
　

　
開
設
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
流
行
し
、
多
く
の
こ
と
を
制
限

さ
れ
ま
し
た
。
今
も
施
設
で
は
、
感
染

す
る
こ
と
に
よ
り
生
命
や
お
身
体
に
著

し
い
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
感
染
対
策
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
り

甚
大
な
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
て
も
最
低
限

の
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
４

月
よ
り
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の

策
定
、
研
修
、
実
際
の
災
害
を
想
定
し

た
訓
練
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
も
年
に
２
回
の
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

色
々
な
場
面
を
想
定
し
、
感
染
予
防
を

行
い
な
が
ら
人
員
や
衛
生
用
品
、
食
事

や
燃
料
の
確
保
な
ど
迅
速
に
対
応
で
き

る
訓
練
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

当
施
設
は
福
祉
避
難
所
の
登
録
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
職
員
の
力
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
に
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
安
心
、
安
全
な

拠
点
作
り
を
目
指
し
、
地
域
貢
献
で
き

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

尼
崎
市
西
難
波
町
5
丁
目
12
番
1
号

電
話
　
０
６
―
６
４
８
１
―
８
８
５
５

H
P

https://hanam
izuki-am

agasaki.org

社
会
福
祉
法
人
東
香
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
な
み
ず
き
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弊
社
は
各
種
産
業
用
ガ
ス
の
製

造
、
充
塡
及
び
販
売
、
溶
接
関
連
商

品
の
卸
売
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の

販
売
を
行
う
総
合
商
社
と
な
り
ま

す
。

　
私
の
所
属
す
る
尼
崎
ガ
ス
セ
ン

タ
ー
は
尼
崎
市
元
浜
町
の
大
陽
日
酸

株
式
会
社
尼
崎
事
業
所
内
に
拠
点
を

構
え
て
お
り
ま
す
。
事
業
所
内
に
は

弊
社
を
含
む
大
陽
日
酸
グ
ル
ー
プ
会

社
が
数
社
入
居
し
、
高
圧
ガ
ス
を
は

じ
め
、
危
険
物
や
医
療
機
器
等
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
内
で
取
り
扱
う
高
圧
ガ
ス

等
の
商
品
の
特
性
上
、
防
災
組
織
作

り
が
重
要
で
す
。
毒
性
を
も
つ
ガ
ス

も
あ
る
為
、
防
災
訓
練
で
は
空
気
呼

吸
器
を
使
用
し
た
訓
練
も
実
施
し
、

万
が
一
に
備
え
、
即
座
に
対
応
で
き

る
組
織
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
組
織
作
り
の
話
で
す
が
、
容

易
な
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
『
十

人
十
色
』
と
こ
と
わ
ざ
で
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
考
え
や
感
じ
方
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

個
々
の
人
は
独
自
の
性
格
や
価
値
観

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
個
性

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、
人

間
の
多
様
性
を
認
め
、
尊
重
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

人
々
が
互
い
の
違
い
を
受
け
入
れ
、

共
存
す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
社

会
や
組
織
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
『
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
文
化
の
醸

成
』
、『
多
様
性
を
理
解
し
活
用
す
る

能
力
が
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
重
要
性
』、
『
オ
ー
プ
ン
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
協
力
』
、

『
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
活
動
』
等
、

多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
共
に
働
く
た
め

の
環
境
を
作
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
組
織
作
り
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
多
様
性
を
ま
と
め
つ
つ
、

組
織
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
創

造
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　
私
達
に
求
め
ら
れ
る
の
は
時
代
の

変
化
に
適
応
す
る
柔
軟
性
を
も
っ
た

「
時
代
に
即
し
た
組
織
作
り
」
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
、
よ
り

良
い
組
織
作
り
に
日
々
邁
進
す
る
次

第
で
す
。

大
陽
日
酸
ガ
ス
＆
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
　
尼
崎
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　

新
居

知
勝

ず
い
そ
う

「
十
人
十
色
」

「
十
人
十
色
」
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尼崎市オンラ イ ン申請

ポータ ルサイ ト

● 予防コ ーナー ●

14



「 地域救命サポート 事業」 登録表示プレ ート について

　 尼崎市防火協会会員事業所に設置さ れている Ａ Ｅ Ｄ（ 自動体外式除細動器）を、

事業所周辺で発生し た救命措置が必要な事案に対し ても 使用でき る 環境を つく

る こ と で、 地域の救命率向上を 図る こ と を 目的と し て、 平成２ ５ 年度から 本事

業が開始さ れま し た。      

　 ま た、Ａ Ｅ Ｄ 設置場所に関する 情報を 尼崎市公式ホームページに掲載し 、 広く

市民等にその事業内容を 周知し てき ま し た。

　 今後、 更なる 救命率の向上を 図る と と も に、 救命措置が必要な事案が発生し

た場合に、一目でＡ Ｅ Ｄ が設置さ れている こ と が分かる よ う にし 、ス ムーズな『 救

命の連鎖』 に繋げる ため、 本事業に加入さ れている 皆様は配布さ れた登録表示

プレ ート を 御掲出く ださ い。

※未加入の事業所は是非積極的なご検討よろ し く お願い致し ます。

0
50

100
150
200
250
300

令和6年4月1日現在

63

161133

257

登録事業所数

設置箇所数

協力事業所を随時募集しています！

※尼崎市防火協会ホームページ

地域救命サポート事業の推移

A E D
尼崎市防火協会尼崎市防火協会尼崎市防火協会尼崎市防火協会

防 　 火
F IR E  p r e v e n t io n

設置施設
Aut omat ed Ex ternal Def ibrillat or

自動体外式除細動器
Aut omat ed Ex ternal Def ibrillat or

自動体外式除細動器

平成25年度末

（事業開始当初）

【事業参画要件】
　事業所内にAEDを設置しており、従業員等にAED講
習受講者がいること。

【登録申込書の提出】
　「地域救命サポート事業」登録申込書に必要事項を
記入し、事務局へ提出。
※登録申込書は防火協会ホームページや会員名簿
の最終頁に掲載しております。 
　登録情報は、Googleマップを利用した地
図案内サービス「AED設置施設マップ」とし
て、尼崎市公式ホームページよりご確認い
ただけます。 
https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/syobo/1001851/1002422.html

　防 火 協 会 事 業 者 や 支 部 の 活 動 な ど、
様々な情報を発信していますので、 是非
ご覧ください。 携帯電話の QR コード読み
取り機能を利用して、 アクセスすることがで
きます。 QR コードが利用できない場合は、
下記アド レスを直接入力してください。
https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/syobo/1001851/index.html
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消防局 情報指令課

火災・ 救急・ 救助概要

令和２ 年（ １ 月～１ ２ 月）令和５ 年（ １ 月～１ ２ 月）

60
65

9
91

0

24

34

0

20

40

60

80

100

120

令和５年 令和４年

その他

船舶・航空機

車両

建物
（件）

24
34

1

0
9

9

60

65

0

20

40

60

80

100

120

令和５年 令和４年

建物

車両

船舶・航空機

その他
（件）

出火件数

16
13 7 5 5 5

1 0 0

33

9
15

20

10 10 6
2 2 3 1

30

9

0

10

20

30

40

令和５年 令和４年
（件）

出火原因

○

死
傷
者
数

　
死
者
数
は
前
年
と
同
じ
２
人
で
、
負

傷
者
数
（
30
日
死
者
含
む
）
は
前
年
の

19
人
か
ら
９
人
減
少
の
10
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。  

○

出
火
原
因

　
出
火
原
因
の
１
位
は
「
放
火
（
疑
い

含
む
）
」
の
16
件
（
前
年
15
件
）
で
１

件
（
６
・
７
％
）
の
増
加
、
２
位
は
「
た

ば
こ
」
の
13
件
（
前
年
20
件
）
で
７
件

（
35
・
０
％
）
の
減
少
、
３
位
は
「
電

気
機
器
・
装
置
」
の
７
件
（
前
年
10
件
）

で
３
件
（
30
・
０
％
）
の
減
少
と
な
り
、

総
火
災
件
数
に
対
す
る
上
位
３
原
因
が

占
め
る
割
合
は
38
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
令
和
５
年
火
災
概
要
◆

○

概

要

　
令
和
５
年
に
お
け
る
火
災
の
状
況
を

み
る
と
、
前
年
と
比
べ
て
出
火
件
数
・

焼
損
床
面
積
・
焼
損
棟
・
損
害
額
・
負

傷
者
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
る
が
、

死
者
は
前
年
と
同
じ
２
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
出
火
原
因
は
、「
放
火
（
疑
い
含
む
）
」

が
16
件
で
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○

出
火
件
数

　
出
火
件
数
は
前
年
の
１
０
８
件
か
ら

14
件
減
少
の
94
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
種
別
ご
と
に
み
る
と
「
建
物
火

災
」が

60
件
で
５
件
の
減
少
、「
車
両
火

災
」
が
９
件
で
増
減
な
し
、「
船
舶
火
災
」

は
１
件
で
１
件
の
増
加
、「
航
空
機
火
災
」

は
前

年
同
様
な
し
、「
そ
の
他
火
災
」
が

24
件
で
10
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○

死
傷
者
数

　
死
者
数
は
前
年
と
同
じ
２
人
で
、
負

傷
者
数
（
30
日
死
者
含
む
）
は
前
年
の

19
人
か
ら
９
人
減
少
の
10
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。  

○

出
火
原
因

　
出
火
原
因
の
１
位
は
「
放
火
（
疑
い

含
む
）
」
の
16
件
（
前
年
15
件
）
で
１

件
（
６
・
７
％
）
の
増
加
、２
位
は
「
た

ば
こ
」
の
13
件
（
前
年
20
件
）
で
７
件

（
35
・
０
％
）
の
減
少
、
３
位
は
「
電

気
機
器
・
装
置
」
の
７
件
（
前
年
10
件
）

で
３
件
（
30
・
０
％
）
の
減
少
と
な
り
、

総
火
災
件
数
に
対
す
る
上
位
３
原
因
が

占
め
る
割
合
は
38
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
火
災
概
要
◆

○

概

要

　
令
和
５
年
に
お
け
る
火
災
の
状
況
を

み
る
と
、
前
年
と
比
べ
て
出
火
件
数
・

焼
損
床
面
積
・
焼
損
棟
・
損
害
額
・
負

傷
者
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
る
が
、

死
者
は
前
年
と
同
じ
２
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
出
火
原
因
は
、「
放
火
（
疑
い
含
む
）
」

が
16
件
で
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○

出
火
件
数

　
出
火
件
数
は
前
年
の
１
０
８
件
か
ら

14
件
減
少
の
94
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
種
別
ご
と
に
み
る
と
「
建
物
火

災
」
が
60
件
で
５
件
の
減
少
、
「
車
両

火
災
」
が
９
件
で
増
減
な
し
、
「
船
舶

火
災
」
は
１
件
で
１
件
の
増
加
、
「
航

空
機
火
災
」
は
前
年
同
様
な
し
、
「
そ

の
他
火
災
」
が
24
件
で
10
件
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

16



読
者
の
皆
様
へ

救
急
需
要
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
が
必
要
に
な
る
前
に
、
早
め
の

医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

救急出動件数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

急 病

一 般

交 通

その他

合 計

0
5,000

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000

急 病 一 般 交 通 その他 合 計

軽症

15,756人

54%

中等症

11,027人

38%

重症

1,930人

7%

死亡

306人

1%

軽症 中等症 重症 死亡 その他

21 56

12 0 5

352

6 0

313

22 41
14 0 2

309

3 0

309

0

50

100

150

200

250

300

350

400

令和５年

令和４年

（件）

：室内閉じ込め

327

185281

156

17,016

3,947

2,309

3,495

26,767

17,841

4,041

2,090

3,501

27,473

18,852

4,105

2,034

3,734

28,725

19,665

4,437

2,224

3,611

29,937

21,513

4,563

2,134

3,750

31,960

21,316

4,690

2,090

3,661

31,757

19,066

4,387

1,771

3,187

28,411

18,968

4,288

1,805

3,137

28,198

22,627

4,915

1,854

3,460

32,856

24,271

5,130

2,030

3,575

35,006

救助出動件数（ 事故種別）

傷病者程度別搬送状況

◆
令
和
５
年
救
急
概
要
◆

○

救
急
出
動
件
数

　
令
和
５
年
に
お
け
る
救
急
出
動
件
数

は
、
３
万
５
０
０
６
件
で
、
前
年
に
比

べ
て
２
１
５
０
件
の
増
加
、
搬
送
人
員

は
２
万
９
０
１
９
人
で
、
前
年
比
２
６

８
９
人
の
増
加
と
な
り
、
出
動
件
数
、

搬
送
人
員
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま

し
た
。

　
１
日
平
均
は
96
件
（
前
年
90
件
）
約

15
分
に
１
件
の
割
合
で
救
急
隊
が
出
動

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○

傷
病
者
程
度
別
状
況

　
程
度
別
を
み
る
と
、
軽
症
１
万
５
７

５
６
人
（
前
年
１
万
４
１
９
７
人
）
で

１
５
５
９
人
の
増
加
、
中
等
症
１
万
１

０
２
７
人
（
前
年
９
９
２
３
人
）
で
１

１
０
４
人
の
増
加
　
、
重
症
１
９
３
０

人
（
前
年
１
８
９
９
人
）
で
31
人
の
増

加
、
死
亡
３
０
６
人
（
前
年
３
１
１

人
）
で
５
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
令
和
５
年
救
助
概
要
◆

○

救
助
出
動
件
数

　
令
和
５
年
の
救
助
出
動
件
数
は
、
７

６
５
件
（
前
年
７
０
０
件
）
で
65
件
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

で
は
室
内
閉
じ
込
め
救
助
が
増
加
し
て

お
り
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ

り
、
自
力
で
ド
ア
を
開
け
て
外
に
出
ら

れ
な
く
な
っ
た
又
は
室
内
に
人
が
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
安
否
の
確
認
が
で
き

な
い
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
救
助
出
動

件
数
の
う
ち
５
１
２
件
（
66
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
救
急
概
要
◆

○

救
急
出
動
件
数

　
令
和
５
年
に
お
け
る
救
急
出
動
件
数

は
、
３
万
５
０
０
６
件
で
、
前
年
に
比

べ
て
２
１
５
０
件
の
増
加
、
搬
送
人
員

は
２
万
９
０
１
９
人
で
、
前
年
比
２
６

８
９
人
の
増
加
と
な
り
、
出
動
件
数
、

搬
送
人
員
と
も
に
過
去
最
多
と
な
り
ま

し
た
。

　
１
日
平
均
は
96
件
（
前
年
90
件
）
約

15
分
に
１
件
の
割
合
で
救
急
隊
が
出
動

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○

傷
病
者
程
度
別
状
況

　
程
度
別
を
み
る
と
、
軽
症
１
万
５
７

５
６
人
（
前
年
１
万
４
１
９
７
人
）
で

１
５
５
９
人
の
増
加
、
中
等
症
１
万
１

０
２
７
人
（
前
年
９
９
２
３
人
）
で
１

１
０
４
人
の
増
加
　
、
重
症
１
９
３
０

人
（
前
年
１
８
９
９
人
）
で
31
人
の
増

加
、
死
亡
３
０
６
人
（
前
年
３
１
１

人
）
で
５
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
救
助
概
要
◆

○

救
助
出
動
件
数

　
令
和
５
年
の
救
助
出
動
件
数
は
、
７

６
５
件
（
前
年
７
０
０
件
）
で
65
件
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

で
は
室
内
閉
じ
込
め
救
助
が
増
加
し
て

お
り
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ

り
、
自
力
で
ド
ア
を
開
け
て
外
に
出
ら

れ
な
く
な
っ
た
又
は
室
内
に
人
が
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
安
否
の
確
認
が
で
き

な
い
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
救
助
出
動

件
数
の
う
ち
５
１
２
件
（
66
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
６
年
１
月
１
日
、
石
川
県
能
登
地

方
を
震
源
と
す
る
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
兵
庫
県
大
隊
と
し

て
尼
崎
市
か
ら
救
助
小
隊
、
救
急
小
隊
、

後
方
支
援
小
隊
が
石
川
県
へ
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。

　
緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
、
大
規
模
災
害

や
特
殊
災
害
が
発
生
し
被
災
地
の
消
防
機

関
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
き
、
被
災

地
の
都
道
府
県
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

消
防
庁
長
官
か
ら
被
災
地
以
外
の
都
道
府

県
知
事
（
市
町
村
長
）
に
対
し
応
援
出
動

等
の
求
め
が
あ
っ
た
際
に
、
全
国
各
地
か

ら
消
防
部
隊
や
航
空
部
隊
な
ど
が
応
援
に

駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
協
力

体
制
の
こ
と
を
い
い
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
教
訓
に
平
成
７
年
度
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
市
で
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
兵
庫
県

大
隊
と
し
て
消
火
小
隊
、
救
助
小
隊
、
救

急
小
隊
、
後
方
支
援
小
隊
、
毒
劇
物
対
応

小
隊
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
過
去
に
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
、
平
成
28
年
の
熊

本
地
震
、
平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
な
ど

に
お
い
て
も
隊
員
が
派
遣
さ
れ
被
災
地
で

活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
消
防
局
で
は
、
近
い
将
来
発
生
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

当
該
地
震
に
伴
う
津
波
襲
来
に
対
応
す
る

た
め
、
災
害
警
備
体
制
の
確
立
を
図
る
と

と
も
に
消
防
職
員
が
安
全
に
活
動
す
る
た

め
の
「
津
波
災
害
に
対
す
る
消
防
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

津
波
災
害
に
対
す
る
消
防
活
動
訓
練
を
実

施
し
津
波
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
我
々
消
防

や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
の
公
的
機

関
に
よ
る
活
動
、い
わ
ゆ
る
「
公
助
」

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
、
地
域
や
近
隣
の
方
々
が
互
い

に
協
力
し
助
け
合
う
「
共
助
」
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

　
緊
急
消
防
援
助
隊
の
石
川
県
へ
の
派
遣

を
終
え
て
、
災
害
の
被
害
に
対
す
る
消
防

力
が
明
ら
か
に
劣
勢
で
あ
る
無
力
さ
と
同

時
に
、
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
一
般
的
に
災
害
時
に
お

け
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
割
合
は
７
：
２
：

１
と
言
わ
れ
て
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
こ
れ
ら
３
つ
の
連
携
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
防
火
協
会

各
会
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
も
、
訓
練

な
ど
今
で
き
る
こ
と
を
行
い
、
備
え
を
万

全
に
し
て
い
た
だ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！
」
我
々
、
消

防
局
に
お
い
て
も
市
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
訓
練
を
重
ね
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

緊急消防援助隊の石川県への派遣を終えて緊急消防援助隊の石川県への派遣を終えて

● 消防コ ーナー ● 消防局消防防災課
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皆
様
は
日
ご
ろ
か
ら
様
々
な
講
習
を
受
講
さ
れ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
多
く

の
技
術
的
講
習
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
内
で
実
施

す
る
た
め
に
、
新
た
に
資
器
材
を
購
入
す
る
な
ど
、

設
備
等
が
無
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
講
習
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
講
習
も
必
要

で
す
が
、
講
習
を
受
け
れ
ば
、
自
分
の
体
一
つ
で

行
う
こ
と
が
で
き
、
時
間
、
場
所
、
季
節
等
は
一

切
問
わ
ず
、
講
習
後
す
ぐ
に
使
え
る
ス
キ
ル
を
学

べ
る
講
習
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
そ

ん
な
素
敵
な
講
習
が
「
救
命
講
習
」
で
す
！

　
救
命
講
習
と
は
、
皆
さ
ん
が
、
「
目
の
前
の
人
が

倒
れ
た
」
、
「
目
の
前
の
人
が
の
ど
に
食
べ
物
を
詰

ま
ら
せ
た
」
等
の
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き
、
ど
の

よ
う
な
救
命
処
置
が
で
き
る
か
を
、
実
技
を
踏
ま

え
て
お
伝
え
す
る
講
習
で
す
。
も
し
、
目
の
前
の

人
が
心
肺
停
止
だ
っ
た
と
き
、
一
番
近
く
に
い
る

皆
さ
ん
が
何
も
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
は
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
、
も
し
く
は
、
高
度
な
障
害
を
残
す
結

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
目
の
前
の
人
を
救
う

に
は
、
医
師
や
救
急
隊
で
は
な
く
、
そ
こ
に
居
合

わ
せ
た
人
の
行
動
が
一
番
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
居

合
わ
せ
た
人
が
何
も
し
な
か
っ
た
場
合
と
、
救
命

処
置
を
し
た
場
合
で
は
助
か
る
確
率
は
倍
以
上
変

わ
り
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
読
ん
だ
文
章
の
「
目
の
前
の
人
」
を
「
一

受
講
し
な
い
と
後
悔
し
ま
す
よ
〜
救
命
講
習
〜

●

救
急
コ
ー
ナ
ー

●

●

救
急
コ
ー
ナ
ー

●

消
防
局

救
急
課

心肺蘇生法の解説動画

番
大
切
な
人
」
に
変
換
し
て
、
も
う
一
度
文
章
を

読
み
直
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
、
何
も

で
き
な
い
自
分
も
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
「
一

番
大
切
な
人
」
を
救
い
た
く
て
も
何
も
で
き
な
か
っ

た
自
分
が
み
じ
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
、

そ
の
時
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
不

安
に
な
っ
た
方
は
、
す
ぐ
に
救
命
講
習
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い
！
そ
し
て
、
受
講
経
験
が
あ
り
、
安

心
し
て
い
る
方
も
必
ず
再
受
講
し
て
く
だ
さ
い
！

救
急
の
現
場
で
は
「
調
べ
る
か
ら
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
！
」
が
通
用
し
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
す
ぐ
に
引

き
出
せ
る
、
身
に
付
い
た
ス
キ
ル
に
な
る
ま
で
受

講
す
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
！

　
受
講
す
る
た
め
の
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
な
い
。

そ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
一
連
の
流
れ

を
尼
崎
市
消
防
局
の
公
式Y

ou
T

u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル

で
ま
と
め
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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〔
火
災
編
〕

・
火
災
か
ら
職
場
を
守
る
に
は（

17
分
）

・
職
場
で
取
り
組
む
防
火
管
理
　
あ
な

た
の
職
場
は
大
丈
夫
で
す
か（

15
分
）

・
問
わ
れ
る
防
火
管
理
者
の
責
任
　
職

場
の
な
か
で
の
防
火
対
策
（
23
分
）

・
放
火
を
防
ぐ
住
民
の
手
で
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
（
25
分
）

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
〜
火
災
を
防
ぐ

「
あ
た
り
ま
え
」
を
地
域
に
！
〜

（
10
分
）

・
火
災
事
例
か
ら
学
ぶ
　
店
舗
火
災

（
44
分
）

・
こ
わ
い
火
事
を
防
ぐ
消
防
署
の
仕
事

〔
小
学
校
社
会
科
３
・
４
年
生
向
〕

（
17
分
）

・
み
ん
な
で
実
践
！
職
場
の
防
火
管
理

一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
る（

19
分
）

〔
防
災
・
地
震
編
〕

・
職
場
で
取
り
組
む
地
震
対
策
「
あ
な

た
の
職
場
は
大
丈
夫
で
す
か
？
」

（
19
分
）

・
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
見
た
「
東
日
本
大

震
災
」
（

105
分
）

・
ど
う
守
る
？
自
分
の
命
　
東
日
本
大

震
災
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と（

27
分
）

・
証
言
！
阪
神
大
震
災
　
そ
の
時
く
る

ま
は
　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
験
か
ら

（
27
分
）

・
20
世
紀
日
本
の
地
震
災
害
（
40
分
）

・
稲
む
ら
の
火
（
20
分
）

〔
危
険
物
編
〕

・
危
険
物
施
設
の
自
主
保
安
（
20
分
）

・
危
険
有
機
溶
剤
爆
発
実
験
と
取
り
扱
い

（
16
分
）

・
自
主
保
安
へ
の
た
し
か
な
一
歩

（
20
分
）

・
安
全
は
み
ん
な
の
も
の
（
20
分
）

〔
ア
ニ
メ
編
〕

・
み
ら
い
し
ょ
う
ぼ
う
し
　
キ
ュ
ー
タ

（
12
分
）

・
サ
ル
太
郎
　
地
震
に
は
ま
け
な
い
ぞ

地
震
へ
の
そ
な
え
大
作
戦

（
15
分
）

・
あ
っ
地
震
だ
津
波
は
？
　
じ
ぶ
ん
の

命
は
じ
ぶ
ん
で
ま
も
る
（
14
分
）

防 火 ・ 防 災 映 画

レ ン タ ル Ｄ Ｖ Ｄ の 紹 介

防 火 ・ 防 災 映 画

レ ン タ ル Ｄ Ｖ Ｄ の 紹 介

N E W

　 尼崎市防災センタ ーでは防火・ 防災映画のＤ Ｖ Ｄ 等の貸出を行っ ており ますので、

各事業所における防火防災教育等に活用し てく ださ い。

　 揃えているD VD は以下のと おり です。

【 問い合せ】 防火協会事務局　 TEL 0 6 -6 4 8 1 -3 9 6 2   FA X  0 6 -6 4 8 3 -5 0 2 2

　 　 　 　 　 　 E-m a il : a m a-s you-s om u@ c ity .a m ag as a k i.h yog o .jp

　 尼崎市防災センタ ーでは防火・ 防災映画のＤ Ｖ Ｄ 等の貸出を行っ ており ますので、

各事業所における防火防災教育等に活用し てく ださ い。

　 揃えているD VD は以下のと おり です。

【 問い合せ】 防火協会事務局　 TEL 0 6 -6 4 8 1 -3 9 6 2   FA X  0 6 -6 4 8 3 -5 0 2 2

　 　 　 　 　 　 E-m a il : a m a-s you-s om u@ c ity .a m ag as a k i.h yog o .jp

尼崎市消防局公式イ ンスタ グラ ム・ Y o u T u b e について
　 尼崎市消防局はＳ Ｎ Ｓ による 広報を 積極的に実施するため、 令和４ 年１ １ 月に公式イ ンス

タ グラ ムアカ ウント ・ Yo uTub e チャ ンネルを 開設し まし た。

　 防火・ 防災に関する情報や、各種行事等について配信し ており ますので、是非ご覧く ださ い。

　 また、 こ んな情報を 知り たい、 配信し てほし いなど、

ご意見等ございまし たら 、 消防局企画管理課企画管理担当

（ 0 6 -6 4 8 1 -3 9 6 2 ） までご連絡く ださ い。

Yo uTub e イ ンスタ グラ ム
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◇
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　
令
和
６
年
度
の
尼
崎
地
区
の
開
催
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

１
　
と
き

　
⑴
　
そ
の
他
一
般

　
　
ア
　
９
月
９
日
（
月
）

　
　
イ

10
月
２
日
（
水
）

　
⑵
　
給
油
取
扱
所

　
　
　
７
月
３
日
（
水
）

　
⑶
　
全
区
分

　
　
　
２
月
14
日
（
金
）

※

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

２
　
と
こ
ろ

　
　
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

３
　
申
込
書
配
布
場
所

　
　
尼
崎
市
消
防
局
及
び
各
消
防
署

４
　
受
講
申
込

　
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
定
員
に
達

し
て
い
な
い
講
習
日
が
あ
れ
ば
、
講
習
日

の
２
週
間
前
ま
で
申
込
み
が
で
き
ま
す
の

で
、
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危
険
物
安
全

協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
　
問
い
合
わ
せ

　
　
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会

　
　
兵
庫
県
民
会
館
内
（
神
戸
市
）

　
　
電
話
：
０
７
８-

３
３
３-

８
０
３
２

　
　h

ttp
s
:/

/
h
y
o
k
ik

y
o
.o

r
.jp

/

◇
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
令
和
６
年
度
７
月
以
降
の
開
催
予
定
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
と
き

　
⑴
　
第
２
回
試
験

　
　
　
９
月
15
日
（
日
）

　
　
　
（
甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種
）

　
⑵
　
第
３
回
試
験

　
　

11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
（
甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種
）

　
⑶
　
第
４
回
試
験

　
　
　
３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
（
甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種
）

２
　
願
書
配
布

　
受
付
の
３
週
間
前
頃
か
ら
尼
崎
市
消
防

局
及
び
各
消
防
署
で
配
布
予
定

３
　
受
付
期
間

　
⑴
　
第
２
回
試
験
分

　
　
　
７
月
26
日
（
金
）
〜
８
月
２
日
（
金
）

　
⑵
　
第
３
回
試
験
分

　
　

10
月
４
日
（
金
）
〜
10
月
11
日
（
金
）

　
⑶
　
第
４
回
試
験
分

　
　
　
令
和
７
年
１
月
10
日
（
金
）
〜
１
月
17
日
（
金
）

※

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
「
書
面
申
請
」

と
「
電
子
申
請
」
の
受
付
期
間
は
同
一
と

な
り
ま
す
。

４
　
受
付
場
所

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
兵
庫
県
支
部
（
持
参
若
し
く
は
郵
送

又
は
電
子
申
請
）

５
　
受
験
料

　
⑴
　
甲
種
　
７
，
２
０
０
円

　
⑵
　
乙
種
　
５
，
３
０
０
円

　
⑶
　
丙
種
　
４
，
２
０
０
円

６
　
問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
兵
庫
県
支
部
　

電
話
０
７
８-

３
８
５-

５
７
９
９

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.s
h
o
u
b
o
-s

h
ik

e
n
.o

r
.jp

/
b
r

a
n
c
h
/
2
8
h
y
o
u
g
o
/

◇
危
険
物
取
扱
者
養
成
講
習

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
た
め
の
講
習
会
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（
乙
種
第
四
類
の
み
）

１
　
と
　
き

　
⑴
　
第
２
回
試
験
分

　
　
　
９
月
４
日
（
水
）

　
⑵
　
第
３
回
試
験
分

　
　

11
月
13
日
（
水
）

　
⑶
　
第
４
回
試
験
分

　
　
　
２
月
18
日
（
火
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
00
分
〜
17
時
00
分

２
　
と
こ
ろ

　
　
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

３
　
受
講
申
込

　
　
事
前
申
込
と
な
り
ま
す
。

※

　
詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危

険
物
安
全
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

４
　
受
講
料

　
⑴
　
受
講
料
　
　
　
７
，
８
０
０
円

　
⑵
　
テ
キ
ス
ト
代
　
４
，
９
５
０
円

５
　
危
険
物
取
扱
者
養
成
補
完
講
習

　
危
険
物
取
扱
者
養
成
講
習
受
講
者
（
防

火
協
会
会
員
事
業
所
に
限
る
。）
で
、
乙
種

第
４
類
の
受
験
者
を
対
象
に
、
各
支
部
主

催
で
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
尼
崎
市
防
火
協
会
危
険
物
安

全
委
員
会
事
務
局
（
電
話
：0

6
-6

4
8
1
-3

9
6
5

）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
⑴
　
第
２
回
試
験
分

　
　
　
現
時
点
未
定

　
⑵
　
第
３
回
試
験
分

　
　
　
現
時
点
未
定

　
⑶
　
第
４
回
試
験
分

　
　
　
現
時
点
未
定

６
　
問
い
合
わ
せ

　
　
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会

　
　
兵
庫
県
民
会
館
内
（
神
戸
市
）

　
　
電
話
：
０
７
８-

３
３
３-

８
０
３
２
　

　
　h

ttp
s
:/

/
h
y
o
k
ik

y
o
.o

r
.jp

/

◇
消
防
設
備
士
試
験

　
令
和
６
年
度
前
期[

４
月-

９
月]

開
催
予

定
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
実
施
日
及
び
実
施
場
所

　
⑴
　
第
１
回
試
験

　
　
　
令
和
６
年
８
月
３
日
（
土
）

　
　
　
兵
庫
県
兵
庫
工
業
高
等
学
校
（
神
戸
市
）

　
　
　
（
甲
種
第
４
類
、
乙
種
第
１
〜
５
類
及
び
７
類
）

　
⑵
　
第
１
回
試
験

　
　
　
令
和
６
年
８
月
４
日
（
日
）

　
　
　
兵
庫
県
兵
庫
工
業
高
等
学
校
（
神
戸
市
）

　
　
　
（
甲
種
特
類
、
甲
種
１
〜
３
及
び
５
類
、
乙
種
第
６
類
）

２
　
願
書
配
布

　
　
尼
崎
市
消
防
局
及
び
各
消
防
署
で
配
布

３
　
受
付
期
間

　
　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
「
書
面
申
請
」

と
「
電
子
申
請
」
の
受
付
期
間
は
同
一
と

な
り
ま
す
。

４
　
受
付
場
所

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
兵
庫
県
支
部
（
持
参
若
し
く
は
郵
送

又
は
電
子
申
請
）

５
　
受
験
料

　
⑴
　
甲
種
　
６
，
６
０
０
円

　
⑵
　
乙
種
　
４
，
４
０
０
円

６
　
問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
兵
庫
県
支
部

　
電
話
０
７
８-

３
８
５-

５
７
９
９

◇
防
火
管
理
講
習

　
申
込
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
と
な

り
ま
す
。
尼
崎
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.c
ity

.a
m

a
g
a
s
a
k
i.h

y
o
g
o
.jp

/
k

u
r
a
s
h

i/
s
y

o
b

o
/
k

o
u

s
y

u
/
1
0
2
8
9
0
9
.h

t
m

l

か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
７
月
以
降
の
開
催
予
定
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
甲
種
新
規
講
習
と
乙

種
講
習
が
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
尼
崎
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
　
と
　
き

　
⑴
　
甲
種
新
規
講
習

　
　
　
ア
　
７
月
24
日
（
水
）
、
25
日
（
木
）

　
　
　
イ
　
９
月
25
日
（
水
）
、
26
日
（
木
）

　
　
　
ウ

11
月
27
日
（
水
）
、
28
日
（
木
）

　
　
　
エ
　
１
月
22
日
（
水
）
、
23
日
（
木
）

　
⑵
　
甲
種
再
講
習

　
　
　
８
月
21
日
（
水
）

　
⑶
　
乙
種
講
習

　
　
　
ア
　
７
月
24
日
（
水
）

　
　
　
イ
　
９
月
25
日
（
水
）

　
　
　
ウ

11
月
27
日
（
水
）

　
　
　
エ
　
１
月
22
日
（
水
）

２
　
と
こ
ろ

　
⑴
　
甲
種
新
規
講
習

　
ア
・
イ
に
つ
い
て
は
、
尼
崎
市
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー

　
ウ
・
エ
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
未
定

　
⑵
　
甲
種
再
講
習

　
　
　
尼
崎
市
北
部
防
災
セ
ン
タ
ー

　
⑶
　
乙
種
講
習

　
ア
・
イ
に
つ
い
て
は
、
尼
崎
市
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー

　
ウ
・
エ
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
未
定

※

　
甲
種
新
規
講
習
及
び
乙
種
講
習
ウ
・
エ

の
会
場
は
、
決
定
次
第
、
尼
崎
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
今
年
度
は
市
内
に
お
い
て
「
防
火
・

防
災
管
理
新
規
講
習
」
、
「
甲
乙
同
時
防
火

管
理
講
習
」
を
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防

災
協
会
主
催
で
開
催
し
ま
す
。
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
防
火
・
防
災
管
理
新
規
講
習

　
８
月
21
日
（
水
）
・
８
月
22
日
（
木
）

　
甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

10
月
23
日
（
水
）
・
10
月
24
日
（
木
）

　
３
月
12
日
（
水
）
・
３
月
13
日
（
木
）
　

　
会
場
は
尼
崎
商
工
会
議
所

　
詳
細
は
、
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
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s
:/
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w
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w

.b
o
u
k

a
-b

o
u
s
a
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/
h

p
/
le

c
_

in
fo

/
in

d
e
x
.h

tm
l

※

　
尼
崎
市
消
防
局
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。
受
講
申
込
に
関
し
て
は
上
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
自
衛
消
防
熟
練
者
講
習

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
と
な
り
ま
す
。

尼
崎
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.c
ity

.a
m

a
g
a
s
a
k
i.h

y
o
g
o
.jp

/
k

u
r
a
s
h

i/
s
y

o
b

o
/
k

o
u

s
y

u
/
1
0
2
7
8
9
8
.h

t
m

l

か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
７
月
以
降
の
開
催
予
定
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

１
　
と
　
き

　
⑴

10
月
24
日
（
木
）

　
⑵
　
２
月
20
日
（
木
）

２
　
と
こ
ろ

　
　
現
時
点
未
定

※

　
会
場
は
、
決
定
次
第
、
尼
崎
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
防
火
管
理
実
務
研
修
会

　
令
和
６
年
度
の
開
催
予
定
時
期
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

１
　
と
き

　
⑴

10
月
29
日
（
火
）

　
⑵
　
２
月
中
旬

２
　
開
催
方
法

　
　W

E
B

開
催

◇
問
い
合
わ
せ

　
講
習
会
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
局

予
防
課
　
電
話0

6
-6

4
8
1
-3

9
6
4

ま
で
。

◆
記
載
内
容
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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対応言語　 英語　 中国語
　 　 　 　 　 韓国語　 ポルト ガル語
　 　 　 　 　 スペイ ン 語
　 　 　 　 　 ベト ナム語
　 　 　 　 　 タ ガロ グ語　 他
　 　 　 　 　（ 合計 3 2 ヵ 国語）

運用体制　 ２ ４ 時間３ ６ ５ 日

会話による１ １ ９ 番通報が困難な方へ（ N e t １ １ ９ ・ F A X １ １ ９ ）

尼崎市Net１１９ 尼崎市F AX１１９

利用対象者
尼崎市内に在住し 、 又は通勤、 通学さ れ、 会話による
１ １ ９ 番通報が困難な方が対象です。
ただし 、通報は尼崎市内及び伊丹市内から に限り ます。
申込方法
事前の登録が必要にな り ま す。 詳し く は尼崎市公式
ホームページをご覧く ださ い。
利用方法
登録さ れた携帯電話・ スマート フ ォ ン で手順に従い通
報し てく ださ い。

利用対象者
尼崎市内に在住し 、 会話による１ １ ９ 番通報が困難な
方が対象です。

申込方法
事前の登録など、 特に必要なこ と はあり ません。

利用方法
「 １ １ ９ 番緊急通報連絡票」 に必要な 事項を 記入し 、
「 1 」「 1 」「 9 」 番で F A X 送信し てく ださ い。

※　 詳し く は、 尼崎市公式ホームページのサイ ト 内検索で、「 N e t 1 1 9 」 又は「 F A X １ １ ９ 」 と 入力し ていただき、 各種利用案内をご覧く ださ い。

三者間同時通訳サービスについて

尼崎市を 訪れる外国人観光客や市内在住の日本語を 話すこ と が難し い外国人から の１ １ ９ 番通報や現場活動での対応を

円滑に行う ため、 民間通訳業者によ る電話同時通訳サービスを 用いた 3 2 ヶ 国語通訳体制の運用を 開始し ています。

１ １ ９ 番通報時 現場活動時

通訳を依頼

言葉が通じ ない
外国語で対応

日本語 外国語

携帯電話を交互

に受け渡し

○　 三者間での同時通訳が可能 ○　 二者間で通訳を介し て活動

◇問い合わせ　尼崎市消防局　情報指令課

TEL 06-6481-0119　　FAX 06-6482-1995　　E メール ama-syou-sirei@city.amagasaki.hyogo.jp

（ 配信メ ールのイ メ ージ）

火災指令情報のメ ール配信について
火災指令情報のメ ール配信サービ スを 開始し ています。 登録いただいた方には、 尼崎市内の火災出動指令の情報を メ ールで配信し ます。

　 《 配信内容》

◎　 火災指令情報

　 ・ お知ら せし ます。 ○月×日1 2 時0 0 分　 尼崎市○○町

　 ×丁目付近において、 火災の通報によ り 出動中です。

◎　 火災の鎮圧、 鎮火情報　 又は　 火災以外の取扱い情報

　 ・ 先ほどお知ら せし まし た。 尼崎市○○町×丁目付近の

　 火災は○月×日1 3 時0 0 分　 鎮火（ 鎮圧） し まし た。

　 ・ 先ほどお知ら せし まし た、 尼崎市○○町×丁目付近の

　 通報は火災ではあり ませんでし た。

※　 詳し く は、 市ホームページをご覧く ださ い。

新規の登録については、 下記 U RL 又は Q R コ ード から アク セスし てく ださ い。

【 U RL： 】 http s://w w w .am it1 1 9 .j p /fi re/p b /Pb M a in .d o

22

mailto:ama-syou-sirei@city.amagasaki.hyogo.jp
https://www.amit119.jp/fire/pb/PbMain.do


防 　 火
F IR E  p r e v e n t io n

～自分たちの職場は

　 　 　 　 自分たちで守ろ う ～

～自分たちの職場は

　 　 　 　 自分たちで守ろ う ～
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